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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可動光学部材と、該可動光学部材の制御設定情報を記憶する記憶手段と、該記憶手段に
記憶された制御設定情報の中で使用する制御設定情報を切替える設定切替え手段と、指令
信号及び前記制御設定情報に基づき前記可動光学部材の駆動を制御する制御手段と、を有
するレンズ装置と、
　前記レンズ装置の前記可動光学部材を駆動するための指令信号を出力する操作手段と、
を有し、
　前記記憶手段は、複数の制御設定情報を記憶し、
　前記設定切替え手段は、前記操作手段からの識別情報に応じて、前記制御手段が使用す
る有効な制御設定情報を選択し設定し、
　前記複数の制御設定情報は、スイッチへの機能の割り付けを含む情報である、
ことを特徴とするレンズシステム。
【請求項２】
　前記スイッチへの機能の割り付けは、スイッチにより操作される駆動対象の設定である
、ことを特徴とする請求項１に記載のレンズシステム。
【請求項３】
　前記識別情報は、前記複数の制御設定情報それぞれに一意に割り付けられた設定ＩＤで
ある、ことを特徴とする請求項１または２に記載のレンズシステム。
【請求項４】
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　前記識別情報は、前記操作手段を識別する操作装置識別情報であり、
　前記設定切替え手段は、前記複数の制御設定情報それぞれに一意に割り付けられた設定
ＩＤと前記操作装置識別情報との対応を記憶する対応テーブルを有し、入力された前記操
作装置識別情報に対応する設定ＩＤを該対応テーブルに基づき選択し、前記制御手段が使
用する有効な制御設定情報を設定する、
ことを特徴とする請求項１に記載のレンズシステム。
【請求項５】
　前記操作手段は、前記レンズ装置に接続される操作装置である、ことを特徴とする請求
項１乃至３のいずれか１項に記載のレンズシステム。
【請求項６】
　前記操作手段は、前記レンズ装置本体の操作部と、前記レンズ装置に接続される操作装
置と、を含み、
　前記設定切替え手段は、前記操作部及び前記操作装置それぞれに対し、前記識別情報に
応じて独立して前記制御設定情報を選択し、該制御手段が使用する有効な制御設定情報を
設定する、
ことを特徴とする請求項５に記載のレンズシステム。
【請求項７】
　前記操作手段は、前記レンズ装置本体の操作部と、前記レンズ装置に接続される複数の
操作装置と、を含む、ことを特徴とする請求項６に記載のレンズシステム。
【請求項８】
　前記操作装置は無線通信手段である操作側無線通信手段を有し、前記レンズ装置は無線
通信手段であるレンズ側無線通信手段を有し、前記操作装置と前記レンズ装置は無線通信
によって指令信号を送受信し、
　前記識別情報は前記操作側無線通信手段の無線通信の接続アドレスであり、
　前記設定切替え手段は、前記複数の制御設定情報それぞれに一意に割り付けられた設定
ＩＤと前記接続アドレスとの対応を記憶する対応テーブルを有し、入力された接続アドレ
スに対応する設定ＩＤを該対応テーブルに基づき選択し、前記制御手段が使用する有効な
制御設定情報を設定する、
ことを特徴とする請求項５乃至７のいずれか１項に記載のレンズシステム。
【請求項９】
　前記操作装置は無線通信手段である操作側無線通信手段を有し、前記レンズ装置は無線
通信手段であるレンズ側無線通信手段を有し、前記操作装置と前記レンズ装置は無線通信
によって指令信号を送受信し、
　前記識別情報は、前記操作側無線通信手段の無線通信の接続アドレス、及び、前記複数
の制御設定情報それぞれに一意に割り付けられた設定ＩＤである、
ことを特徴とする請求項５乃至７のいずれか１項に記載のレンズシステム。
【請求項１０】
　前記レンズ装置は、設定ＩＤそれぞれに設定されていた時間を計測する時間計測手段を
有し、
　前記設定切替え手段は、前記操作装置からの識別情報により設定ＩＤを特定できない場
合は、前記時間計測手段により計測された時間の最も長い設定ＩＤに変更する、
ことを特徴とする請求項８または９に記載のレンズシステム。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０のいずれか１項に記載のレンズシステムと、該レンズシステムからの
被写体光を受光する撮像素子と、を有する撮像システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レンズシステムに関し、特にレンズ装置及びレンズ装置を操作するための操
作装置からなるレンズシステム及び該レンズシステムを有する撮像システムに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　テレビ撮影に用いられる撮影システムは、テレビカメラとテレビレンズから構成されて
いる。テレビレンズはレンズ本体とドライブユニットに大別され、レンズ本体には撮影光
学系とそれを操作するためのマニュアルリングがある。ドライブユニットには、マニュア
ルリングを電動駆動するためのモータや制御基板、ＣＰＵが内部に構成され、外装面には
電動制御を指示するスイッチや操作部材が備えられている。又、ドライブユニットには電
動制御用の制御機能が付加されている。例えば任意のズーム位置を一度記憶しておくと、
スイッチを押すことで記憶した位置までモータ駆動するプリセット機能や、ドライブユニ
ット上の複数あるスイッチの中で、ユーザが任意のスイッチにプリセット機能等の割当て
ができる機能等がある。
【０００３】
　これらレンズ制御に関する機能(以下、レンズ制御機能)は、操作装置をドライブユニッ
トに接続して外部から操作を行う場合においても使用でき、撮影用途によって使い分ける
ことで、ユーザの操作性向上を実現している。電動制御の使用頻度が高まるにつれ、レン
ズ制御機能が増加している。
【０００４】
　従来テレビレンズでは、複数種のレンズ制御機能のデータ（以下、設定データ）の設定
が可能であり、ユーザ毎に設定可能とすることで、ユーザ毎の志向に適合した設定で撮影
することを可能としていた。
【０００５】
　特許文献１には複数種の設定データを、書き換えできない初期データと、初期データを
基に書き換え可能な複数のユーザデータとに分類して保持する技術が開示されている。特
許文献２にはレンズ制御に関する複数種の特性のうち１つを選択し、選択した特性をレン
ズ、又は操作部材より設定する技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－２９７５４７号公報
【特許文献２】特開２００１－００４９０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上述の特許文献に開示された従来技術では、設定データ数が増えるほど
、撮影中にユーザが設定データを切り替えることは困難である。又、アナログデマンド、
デジタルデマンド等、操作装置の信号タイプやその種類も複数あり、ユーザの扱う操作装
置が特許文献２のような操作装置からの設定データ変更に対応しているとも限らない。
【０００８】
　さらに、無線接続可能な操作装置(以下、無線デマンド)から操作を行う場合、１本のレ
ンズに対して複数のユーザ（操作装置）が存在する可能性が高く、レンズを操作するユー
ザに応じて、撮影中瞬時にユーザの志向に適合した設定データに切り替える必要がある。
【０００９】
　そこで、本発明の目的は、レンズ制御に関する複数種の設定データを、コントローラ（
操作装置）の接続によって自動切り替えすることを可能にしたレンズシステムを提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明のレンズシステムは、可動光学部材と、該可動光学
部材の制御設定情報を記憶する記憶手段と、該記憶手段に記憶された制御設定情報の中で
使用する制御設定情報を切替える設定切替え手段と、指令信号及び前記制御設定情報に基
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づき前記可動光学部材の駆動を制御する制御手段と、を有するレンズ装置と、前記レンズ
装置の前記可動光学部材を駆動するための指令信号を出力する操作手段と、を有し、前記
記憶手段は、複数の制御設定情報を記憶し、前記設定切替え手段は、前記操作手段からの
識別情報に応じて、前記制御手段が使用する有効な制御設定情報を選択し設定し、前記複
数の制御設定情報は、スイッチへの機能の割り付けを含む情報である、ことを特徴とする
。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、レンズ制御に関する設定データを、コントローラ（操作装置）の接続
によって自動切り替えすることを可能にしたレンズシステムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施例１の構成を表すブロック図である。
【図２】本発明の実施例１におけるレンズ装置と操作装置の接続時のフローチャートであ
る。
【図３】本発明の実施例２におけるレンズ装置と操作装置の接続時のフローチャートであ
る。
【図４】本発明の実施例３の構成を表すブロック図である。
【図５】本発明の実施例３におけるレンズ装置と操作装置の接続時のフローチャートであ
る。
【図６】本発明の実施例４の構成を表すブロック図である。
【図７】本発明の実施例４における無線送信ユニットと無線受信ユニットの接続時のフロ
ーチャートである。
【図８】本発明の実施例４におけるレンズ装置のユーザ設定時のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下に、本発明のレンズシステムの実施例を、添付の図面に基づいて詳細に説明する。
図１は、本発明のレンズシステムの構成を示すブロック図である。
【実施例１】
【００１４】
　以下、図１、２を参照して、本発明の第１の実施例によるレンズシステムについて説明
する。
　図１は本実施例のレンズシステムの機能ブロック図である。本実施例のレンズシステム
は、レンズ装置１００と、レンズ装置１００を操作するための操作装置２００とから構成
される。図１中の１５０は、本発明のレンズシステムのレンズ装置１００に接続すること
ができる撮像装置であり、レンズ装置１００からの被写体光を受光する撮像素子１５１を
有し、本発明のレンズシステムとともに撮像システムを構成することができる。
【００１５】
　レンズ装置１００は、可動光学部材であるフォーカスレンズ１０１、ズームレンズ１０
２、アイリス１０３、及び、演算部１１０、記憶部１１１、通信部１１２、ユーザ設定部
１１３を備える。フォーカスレンズ１０１は物体距離を変化させるレンズ、ズームレンズ
１０２は焦点距離を変化させるレンズ、アイリス１０３は光量を調整する絞り部である。
【００１６】
　フォーカス駆動部１０４はフォーカスレンズ１０１を光軸方向に駆動する駆動手段であ
り、フォーカスレンズ１０１の光軸方向における位置はフォーカス位置検出部１０５によ
って検出される。ズーム駆動部１０６はズームレンズ１０２を光軸方向に駆動する駆動手
段であり、ズームレンズ１０２の光軸方向における位置はズーム位置検出部１０７によっ
て検出される。また、アイリス駆動部１０８はアイリス１０３の開口量を調整する駆動部
であり、アイリス１０３の開口量の状態はアイリス位置検出部１０９によって検出される
。フォーカス位置検出部１０５、ズーム位置検出部１０７、アイリス位置検出部１０９は
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動に伴い、パルス信号を演算部１１０に出力する。
【００１７】
　演算部（制御手段）１１０は、操作装置２００からの指令信号に基づき、フォーカス駆
動部１０４に駆動信号を出力してフォーカスレンズ１０１を駆動させる。また、ズーム駆
動部１０６に駆動信号を出力してズームレンズ１０２を駆動させる。また、アイリス駆動
部１０８に駆動信号を出力してアイリス１０３を駆動させる。
【００１８】
　記憶部１１１が記憶するデータの詳細は後述する。通信部１１２は操作装置２００と通
信を行う。ユーザ設定部（設定切替え手段）１１３は、操作装置２００から通信部１１２
を介して設定データの切り替え要求が入力されると、記憶部１１１の設定データを切り替
える。
【００１９】
　操作装置２００は、操作装置通信部２０１、操作装置記憶部２０２、スイッチＳＷ－Ａ
２０３、スイッチＳＷ－Ｂ２０４を備える。操作装置通信部２０１は、レンズ装置１００
と通信を行う。操作装置記憶部２０２はメモリである。操作装置記憶部２０２が記憶する
データの詳細は後述する。スイッチＳＷ－Ａ２０３、スイッチＳＷ－Ｂ２０４は操作装置
２００の外部に配置されたスイッチであり、ユーザに押下されるとＯＮ信号を操作装置通
信部２０１に通知する。
【００２０】
　表１に、レンズ装置１００の記憶部１１１に記憶されている設定データを示す。
【００２１】
【表１】

【００２２】
　表１に例示したように、スイッチＳＷ－Ａ２０３へ割り付ける機能、スイッチＳＷ－Ｂ
２０４へ割り付ける機能、フォーカス操作量に対する出力（フォーカスコントロール信号
）の特性を示すフォーカスの操作対出力特性（Ｆカーブ）、ズーム操作量に対する出力（
ズームコントロール信号）の特性を示すズームの操作対出力特性（Ｚカーブ）、アイリス
操作量に対する出力（アイリスコントロール信号）の特性を示すアイリスの操作対出力特
性、ズームショット位置（ズームのプリセット位置）、フォーカスショット位置（フォー
カスのプリセット位置）など、をユーザＮｏ（設定ＩＤ）ごとに設定可能である。表１で
はユーザＮｏ「０１」が有効となっている状態を示している。
【００２３】
　本実施例では、操作装置２００によってレンズ装置１００を操作するときに使用される
設定データを指定するために、表２に示す通信データが操作装置２００からレンズ装置１
００に送信される。
【００２４】
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【表２】

【００２５】
　表２に示す通信データは、接続コマンドと、識別情報としてのユーザＮｏから構成され
る。接続コマンドは、操作装置２００がレンズ装置１００と接続された時に送信されるコ
マンドである。ユーザＮｏは、レンズ装置１００に対し、有効として設定するユーザＮｏ
の切替えを要求するユーザＮｏである。
【００２６】
　操作装置２００の操作装置記憶部２０２には、予め、表１に設定され認識されている唯
一任意のユーザＮｏを設定し保存しておく。レンズ装置１００と操作装置２００が接続さ
れた場合、操作装置通信部２０１は、接続コマンドにユーザＮｏを付けた通信データを通
信部１１２に送信する。表２の場合、ユーザＮｏ「０２」への切り替え要求となる。
【００２７】
　図２は、レンズ装置１００、操作装置２００の接続時におけるレンズ装置１００内部で
の処理を示すフローチャートである。
【００２８】
　Ｓ４０１で、操作装置２００と接続されると、Ｓ４０２に進む。
　Ｓ４０２では、操作装置２００との接続が完了したか判断し、完了していればＳ４０３
に進み、そうでなければＳ４０２に進む。
　Ｓ４０３では、操作装置２００からユーザＮｏを受信したか否かを判断し、受信してい
たらＳ４０４に進み、受信していなかったらＳ４０５に進む。
　Ｓ４０４では、Ｓ４０３で受信したユーザＮｏに切り替え、Ｓ４０６に進む。
　Ｓ４０５では、記憶部１１１が初期値に設定している設定値に切り替え、Ｓ４０６に進
む。
　Ｓ４０６では、接続処理を完了する。
【００２９】
　以上より、レンズ装置１００と操作装置２００が接続した時に、操作装置２００からユ
ーザＮｏを送信することで、操作装置２００からレンズ装置１００を操作するユーザの切
り替えたい設定データの切り替えを可能にした。本実施例では、ユーザＮｏを受信しない
場合には、レンズ装置１００内で予め設定された初期設定に切り替えたが、設定データを
変更しなくても良い。また、例として表１の設定データを用いたが、これに限らず様々な
複数種のデータを所持していても良い。さらに、操作装置２００にレンズ装置１００のユ
ーザＮｏを選択する手段を備え、選択したユーザＮｏをコマンド送信する形態にしても良
い。
【実施例２】
【００３０】
　以下、図１、３を参照して、本発明の第２の実施例によるレンズシステムについて説明
する。本実施例では、記憶部１１１に表１の設定データを記憶している点は実施例１と同
様である。本実施例の構成において実施例１と異なる点は、ユーザ設定部１１３に操作装
置２００の識別コードとユーザＮｏを対応づけたユーザ設定データを記憶している点であ
る。識別コードは、操作装置２００を識別するコード番号であり、操作装置ごとに一意に
設定されている。本実施例では、操作装置２００の識別コード（操作装置識別情報）を「
ｂｂ」とする。また、操作装置記憶部２０２には、レンズ装置１００のユーザＮｏが保存
されていない（記憶する必要がない）点が実施例１とは異なる。
【００３１】
　本実施例では、操作装置２００によってレンズ装置１００を操作するときに使用される
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設定データを指定するために、表３に示す通信データが操作装置２００からレンズ装置１
００に送信される。本実施例の通信データは、接続コマンドと、識別情報としての識別コ
ードから構成されている。
【００３２】
【表３】

【００３３】
　表４に、ユーザ設定部１１３に保持する識別コード－ユーザＮｏ対応テーブルを示す。
このように、操作装置の識別コードにユーザＮｏが対応づけられ、操作装置２００の識別
コード「ｂｂ」は、ユーザＮｏ「０２」が対応するように登録されている。
【００３４】

【表４】

【００３５】
　図３は、レンズ装置１００と操作装置２００の接続時における、レンズ装置１００のフ
ローチャートである。
【００３６】
　Ｓ６０１でレンズ装置１００が操作装置２００と接続すると、Ｓ６０２に進む。
　Ｓ６０２では、操作装置２００との接続が完了したか否かを判断し、完了していればＳ
６０３に進み、そうでなければＳ６０２に進む。
　Ｓ６０３では、操作装置２００から識別コードの受信があるか否かを判断し、あればＳ
６０４に進み、そうでなければＳ６０６に進む。
　Ｓ６０４では、ユーザ設定部１１３より予め記憶しているユーザＮｏを読み出しＳ６０
５に進む。
　Ｓ６０５では、Ｓ６０４で読み出したユーザＮｏに切り替えてＳ６０７に進む。
　Ｓ６０６では、初期設定に切り替えてＳ６０７に進む。
　Ｓ６０７では、接続処理を完了する。
【００３７】
　以上より、レンズ装置１００に操作装置２００の識別コードとユーザＮｏを予め登録し
ておくことで、操作装置にユーザＮｏデータを記憶することなくユーザの志向に適合した
設定に切り替えることができる。
【実施例３】
【００３８】
　以下、図４、５を参照して、本発明の第３の実施例によるレンズシステムについて説明
する。本実施例では、操作装置２００からレンズ装置１００に送信される通信データとし
て、表３の通信データを用いる点、及び、表４のユーザ設定データがレンズ装置１００の
ユーザ設定部１１３に記憶されている点は実施例２と同様である。
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【００３９】
　図４は本実施例の撮影システムの機能ブロック図である。本実施例のレンズシステムは
、レンズ装置１００と、レンズ装置１００を操作するためのズーム操作装置３００及びフ
ォーカス操作装置４００とから構成される。ズーム操作装置３００は、ズーム操作装置通
信部３０１と、ズーム操作装置記憶部３０２、ズーム操作スイッチＳＷ－Ａ３０３、ズー
ム操作スイッチＳＷ－Ｂ３０４から構成されている。フォーカス操作装置４００は、フォ
ーカス操作装置通信部４０１と、フォーカス操作装置記憶部４０２、フォーカス操作スイ
ッチＳＷ－Ａ４０３、フォーカス操作スイッチＳＷ－Ｂ４０４から構成されている。図４
中の１５０は、本発明のレンズシステムのレンズ装置１００に接続することができる撮像
装置であり、レンズ装置１００からの被写体光を受光する撮像素子１５１を有し、本発明
のレンズシステムとともに撮像システムを構成することができる。
【００４０】
　表５に、本実施例で用いるレンズ装置１００の記憶部１１１に所持する設定データを示
す。
【００４１】
【表５】

【００４２】
　本実施例の記憶部１１１に記憶されている設定データが表１に示した設定データと異な
る点は、どの操作装置からの操作信号かにより、有効にする（設定する）ユーザＮｏ、す
なわち、設定する制御設定情報のセットを変更する点である。本実施例の構成においては
、レンズ装置本体の操作部を直接操作する場合と、ズーム操作装置３００や、フォーカス
操作装置４００等の外部操作装置から操作する場合とで、それぞれ異なるユーザＮｏを有
効にする点である。表５に示すように、ユーザＮｏとして、ズーム操作装置３００からズ
ーム操作する場合は「０２」を、フォーカス操作装置４００からフォーカス操作する場合
は「０３」を、その他の場合は「０１」を用いる。
【００４３】
　すなわち、ズーム操作装置３００からズーム操作する場合はユーザＮｏ「０２」が用い
られるが、ユーザＮｏ「０２」に予め設定されている制御設定情報のうち、ズーム操作に
関する制御設定情報のみがズーム操作に対して適用される。従って、表５に示すようにＳ
Ｗ－Ａ、Ｆ－カーブの欄に記載されているズーム操作に関係ない諸制御設定情報は使用さ
れることはない。また、フォーカス操作装置４００からフォーカス操作する場合はユーザ
Ｎｏ「０３」が用いられるが、ユーザＮｏ「０３」に予め設定されている制御設定情報の
うち、フォーカス操作に関する制御設定情報のみがフォーカス操作に対して適用される。
従って、表５に示すようにＳＷ－Ａ、Ｚショット位置の欄に記載されているフォーカス操
作に関係ない諸制御設定情報は使用されることはない。
【００４４】
　このように、本実施例のレンズシステムにおいては、操作対象（ズーム、フォーカス、
アイリス等）ごとに、設定データを設定することができる。図５は、レンズ装置１００と
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ズーム操作装置３００、フォーカス操作装置４００の接続時における、レンズ装置１００
のフローチャートである。
【００４５】
　Ｓ９０１でレンズ装置１００がズーム操作装置３００、フォーカス操作装置４００と接
続すると、Ｓ９０２に進む。
　Ｓ９０２では、ズーム操作装置３００、フォーカス操作装置４００との接続が完了した
か否かを判断し、完了していればＳ９０３に進み、そうでなければＳ９０２に進む。
　Ｓ９０３では、ズーム操作装置３００、フォーカス操作装置４００から識別コードを受
信したか否かを判断し、受信した場合はＳ９０４に進み、受信していない場合はＳ９０６
に進む。
　Ｓ９０４では、識別コードより操作対象を判別し、ユーザ設定部１１３より予め記憶し
ているユーザＮｏを読み出して、Ｓ９０５に進む。
　Ｓ９０５では、判別した操作元に対応するユーザＮｏを、Ｓ９０４で読み出したユーザ
ＮｏにセットしてＳ９０７に進む。
　Ｓ９０６では、操作元に対応するユーザＮｏを初期設定にセットしてＳ９０７に進む。
　Ｓ９０７では、接続処理を完了する。
【００４６】
　以上より、レンズ装置１００が所持するユーザごとに設定可能なデータを、操作対象に
応じて設定可能とすることで、操作装置の如何に依らずユーザの志向に適合した設定に切
り替えることができる。
【００４７】
　本実施例では、操作対象（ズーム、フォーカス）に対して有効とするユーザＮｏを２つ
設定する構成を例示した。しかし、レンズ装置本体の操作手段と外部機器としての操作装
置からの操作対象の操作に対して、予め所持しているユーザＮｏ（設定データ）の中で任
意のユーザＮｏを割り当てても良い。
【００４８】
　例えば、１つの操作装置がズーム、フォーカス、アイリス操作を指令する場合、ズーム
、フォーカス、アイリス操作に対し、それぞれ異なるユーザＮｏ「０１」、「０２」、「
０４」を割り当ててもよい。また、第１の操作装置がズーム操作し、第２の操作装置がフ
ォーカス操作及びアイリス操作する場合、第１の操作装置のズーム操作にユーザＮｏ「０
１」を、第２の操作装置のフォーカス操作にユーザＮｏ「０１」を、第２の操作装置のア
イリス操作にユーザＮｏ「０２」を割り当ててもよい。本実施例のレンズシステムにおい
ては、操作装置から操作する操作対象ごとに適用する設定データのユーザＮｏは独立して
設定可能である。従って、操作装置が一つの操作対象しか操作しない場合は、操作装置の
レンズ装置への接続時に操作装置を識別する識別情報を出力するのみで、レンズ装置にお
いて適用する設定データのユーザＮｏを特定することができる。また、操作装置が複数の
操作対象を操作可能な場合は、操作装置からレンズ装置へ指令信号を出力する際に、操作
対象を示すヘッダ情報を識別情報として出力することにより、レンズ装置において適用す
る設定データのユーザＮｏを特定するようにしてもよい。
【実施例４】
【００４９】
　以下、図６～８を参照して、本発明の第４の実施例によるレンズシステムについて説明
する。本実施例では、記憶部１１１に表１の設定データを記憶している点は、実施例１及
び２と同様である。
【００５０】
　図６は本実施例のレンズシステムの機能ブロック図である。本実施例のレンズシステム
は、レンズ装置１００と、操作装置２００と、無線送信ユニット（操作側無線通信手段）
５００と、無線受信ユニット（レンズ側無線通信手段）６００とから構成される。本実施
例においては、操作装置２００の指令信号は、無線送信ユニット５００と無線受信ユニッ
ト６００との間で無線通信によって送受信される。図６中の１５０は、本発明のレンズシ
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ステムのレンズ装置１００に接続することができる撮像装置であり、レンズ装置１００か
らの被写体光を受光する撮像素子１５１を有し、本発明のレンズシステムとともに撮像シ
ステムを構成することができる。
【００５１】
　レンズ装置１００は、図１に示した実施例１の構成に対し、ユーザ設定部１１３に時間
計測手段を備える点が異なる。時間計測手段は、ユーザＮｏごとに有効となっている時間
を計測する。
【００５２】
　又、無線送信ユニット５００は、操作装置２００の操作装置通信部２０１と接続してお
り、無線受信ユニット６００は、レンズ装置１００の通信部１１２と接続している。
【００５３】
　無線送信ユニット５００は無線送信通信部５０１を有する。無線送信ユニット５００は
、無線受信ユニット６００との接続時に、送信元（無線送信ユニット５００）のＩＤであ
る固有の接続アドレス（識別情報）を送信する。ここでは、無線送信ユニット５００の接
続アドレスは「ｚｚｚｚ」とする。また、無線送信通信部５０１は、操作装置通信部２０
１からの指令を受信すると、接続アドレス（「ｚｚｚｚ」）に受信データを付加し、通信
データとして無線受信ユニット６００に送信する。
【００５４】
　無線受信ユニット６００は、無線受信通信部６０１と無線受信記憶部６０２から構成さ
れている。無線受信通信部６０１は、無線送信ユニット５００からの通信データを受信す
ると、通信部１１２へ通信データを送信する。無線受信記憶部６０２はメモリであり、表
６に示す接続アドレス－ユーザＮｏ対応テーブルを記憶している。
【００５５】
【表６】

【００５６】
　表６の接続アドレス－ユーザＮｏ対応テーブルは、無線送信ユニットの接続アドレスと
ユーザＮｏを対応付けて登録している。この関係は、予めユーザによって設定されている
ものとする。
【００５７】
　図７は、レンズ装置１００と操作装置２００が、無線送信ユニット５００と無線受信ユ
ニット６００を介しての接続時における、無線受信ユニット６００のフローチャートであ
る。
【００５８】
　Ｓ１１０１で、無線送信通信部５０１からの接続要求があると、Ｓ１１０２に進む。
　Ｓ１１０２では、無線送信ユニットとの接続が完了したか否かを判断し、接続完了であ
ればＳ１１０３に進み、そうでなければＳ１１０２に進む。
　Ｓ１１０３では、無線送信ユニット５００の接続アドレスを元に、無線受信記憶部６０
２に記憶されている接続アドレス－ユーザＮｏ対応テーブルに、受信した接続アドレスに
関連付けられたユーザ登録が有るか否かを判断し、ユーザ登録があればＳ１１０４に進み
、そうでなければＳ１１０６に進む。
　Ｓ１１０４では、無線受信記憶部６０２より受信した接続アドレスに関連付けられたユ
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　Ｓ１１０５では、Ｓ１１０４で読み出したユーザＮｏを通信部１１２に送信し、Ｓ１１
０７に進む。
　Ｓ１１０６では、受信した接続アドレスはユーザ登録されていないことを通信部１１２
に送信し、Ｓ１１０７に進む。
　Ｓ１１０７では、接続処理を完了する。
【００５９】
　図８は、レンズ装置１００と操作装置２００が、図７のフローチャートに従って接続完
了した後のレンズ装置１００のフローチャートである。
【００６０】
　Ｓ１２０１で、操作装置２００との無線接続が完了すると、Ｓ１２０２に進む。
　Ｓ１２０２では、無線受信ユニット６００からユーザＮｏが入力されたか否かを判断し
、入力されていればＳ１２０３に進み、入力されていなければＳ１２０５に進む。
　Ｓ１２０３では、Ｓ１２０２で受信したユーザＮｏを読み出し、Ｓ１２０４に進む。
　Ｓ１２０４では、Ｓ１２０３で読み出したユーザＮｏに切り替え、Ｓ１２０７に進む。
　Ｓ１２０５では、ユーザ設定部１１３の時間計測手段にて計測した中で、設定されてい
た（選択されていた）時間が最も長いユーザＮｏを読み出し、Ｓ１２０６に進む。すなわ
ち、操作装置２００からの識別情報に基づく設定ＩＤを特定することができない場合は、
時間計測手段により計測された時間の最も長いユーザＮｏ（設定ＩＤ）に変更する。
　Ｓ１２０６では、Ｓ１２０５で読み出したユーザＮｏに切り替え、Ｓ１２０７に進む。
　Ｓ１２０７では、ユーザ設定処理を完了する。
【００６１】
　以上より、レンズ装置に接続される操作装置が無線接続の場合でも、設定データの自動
切り替えを可能とした。
【００６２】
　上記のように、時間計測手段を備えることで、識別情報の送付機能を持たない操作装置
の場合など、レンズ装置に識別情報が送付されない場合の設定データの初期値として、レ
ンズ装置の操作に最も多用された設定データ（ユーザＮｏ）を使用することができる。
【００６３】
　本実施例では、無線送信側の接続アドレスを無線受信側に送信することにより、レンズ
装置１００内においては設定データを切り替えた。すなわち、無線受信ユニット６００内
の無線受信記憶部６０２内に接続アドレスとユーザＮｏとの対応テーブルを供え、受信し
た接続アドレス（識別情報）から該対応テーブルに基づいてユーザＮｏを選択し、レンズ
装置に出力している。しかし、本発明は、これに限定されることはなく、下記の表７また
は表８に示す通信データを用いても良い。
【００６４】
【表７】

【００６５】
　表７の通信データのように、無線送信通信部５０１のＩＤである接続アドレスと共に、
操作装置２００に設定されているユーザＮｏが、識別情報として無線送信通信部５０１か
ら無線受信通信部６０１に無線送信される。無線受信通信部６０１からレンズ装置１００
にユーザＮｏが出力される。レンズ装置１００のユーザ設定部１１３は、対応する設定デ
ータに切り替えてもよい。
【００６６】
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【表８】

【００６７】
　また、表８の通信データのように、無線送信通信部５０１のＩＤである接続アドレスと
共に、操作装置２００の識別コードを、識別情報として無線送信通信部５０１から無線受
信通信部６０１に無線送信する。無線受信記憶部６０２には識別コードとユーザＮｏとの
対応テーブルが予め設定して記憶され、識別コードから該対応テーブルに基づいてユーザ
Ｎｏを選択しレンズ装置１００に出力することによって、レンズ装置１００で設定データ
を切り替えてもよい。
【００６８】
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明はこれらの実施形態に限
定されず、その要旨の範囲内で種々の変形及び変更が可能である。
【符号の説明】
【００６９】
　１　　１１１　記憶部
　２　　１１２　通信部
　３　　１１３　ユーザ設定部
　４　　６０２　無線受信記憶部

【図１】 【図２】
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